
R8 年 4 月 1 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞ 活動の様子の写真

実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要

利用者数　等

利用者からは、「分別の基準が少しずつ分かってきた」「ラベル貼りや仕分け作業は自分に合っていて取り組みやすい」「現

場で役割を任せてもらえることで自信につながった」といった前向きな意見が聞かれた。一方で、「品目によって判断に迷う

ことがある」「重い物の運搬や大きな荷物の扱いには不安がある」「初めての現場では緊張しやすい」といった声もあった。

そのため、個々の得意・不得意や体力面に配慮した役割分担を行うとともに、作業前の説明や注意点の共有、作業中のこまめ

な声かけを丁寧に実施することで、安心して参加できる環境づくりに努めてたいと思った。

問題点　現場ごとに品目や量が異なり判断が必要な場面が多いため、分別基準のさらなる共有

（写真付き基準表）と、迷った際の確認ルールの徹底が必要。重量物の搬出や姿勢負荷への配慮と

して、役割調整・休憩設定・補助具の活用を継続する。

活動場所　Clean Up Planning　現場（京都市西区）

実施日程　R7年　11月21日

遺品・生前整理／不用品回収に伴う仕分け・分別、梱包、搬出補助、積み込み補

助、資材準備（段ボール・緩衝材等）、数量確認等

連携した結果に対する意見または評価

仕分け・梱包・搬出補助が安定との評価を頂いた。指示理解が早く丁寧で、任せやすいとのこと。段取りがスムーズになり、

依頼者負担の軽減にも寄与できた。

今後の連携強化に向けた課題

写真付き分別基準表・チェックリストを共有。窓口・連絡様式を統一し、注意点を早期共有。重量物は役割調整と休憩で、安

全第一を徹底。

＜成果＞実施した結果　クリーンアップの現場にて、遺品・生前整理／不用品回

収に係る仕分け・分別、梱包、搬出補助、積み込み補助を、１ユニット１～３名で役割分担しなが

ら実施した。作業前に危険物・貴重品・個人情報の取扱いルールを確認し、安全に配慮して作業し

＜目的＞利用者の知識・能力向上に係る実施のねらい

不用品回収に必要な基礎知識（衛生・安全・用具の扱い）と手順（段取り、時間配

分、チェック）を実地で学び、報連相・チーム作業・接遇など職業生活で汎用性の

高い技能を身に付ける。

得られた成果　分別基準の理解が進み、作業手順を見通して動ける利用者が増えた。

ラベル貼付や資材準備、報連相、協働作業が定着し、作業の正確性と安定性が向上した。体力

面・集中力面の向上も見られ、通所の安定や就労意欲の向上につながった。

利用者からの意見・評価

連携先企業（担当者） 合同会社　Clean Up Planning　代表社員　飯田　成一

住　所
大阪市北区天神橋３丁目10-17

天神橋藤本興産ビル601
管理者名 松浦　緑

連携先の企業や事業所等の意見または評価

電話番号 06-6357-6315 対象年度 令和７年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

利用者にとってのメリット 実際の現場で「できた」を積み重ねることで自己効

力感が高まり、体力・集中力・継続力が向上する。役割分担の中で協働する経験により、コ

ミュニケーション力や責任感が育ち、一般就労や次のステップへの意欲につながる。

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 みらいわーく 事業所番号 2714102122

様式２


